
平成２７年２月定例会の審議結果
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予算

（４４件）

3
平成27年度鳥取市土地区画整理費特別会計
予算

平成27年度当初予算 203,874 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

4
平成27年度鳥取市簡易水道事業費特別会計
予算

平成27年度当初予算 1,701,079 予算審査特別委員会
原案可決
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（賛成多数）

5
平成27年度鳥取市公設地方卸売市場事業費
特別会計予算

平成27年度当初予算 49,106 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

6
平成27年度鳥取市駐車場事業費特別会計予
算

平成27年度当初予算 26,354 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

7
平成27年度鳥取市国民健康保険費特別会計
予算

平成27年度当初予算 22,395,077 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

8
平成27年度鳥取市高齢者・障害者住宅整備
資金貸付事業費特別会計予算

平成27年度当初予算 5,366 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

9
平成27年度鳥取市住宅新築資金等貸付事業
費特別会計予算

平成27年度当初予算 43,436 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

10 平成27年度鳥取市土地取得費特別会計予算 平成27年度当初予算 552 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

11 平成27年度鳥取市墓苑事業費特別会計予算 平成27年度当初予算 25,540 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

12 平成27年度鳥取市介護保険費特別会計予算 平成27年度当初予算 18,498,343 予算審査特別委員会
原案可決
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（賛成多数）

13
平成27年度鳥取市財産区管理事業費特別会
計予算

平成27年度当初予算 6,370 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

14 平成27年度鳥取市温泉事業費特別会計予算 平成27年度当初予算 51,526 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

15
平成27年度鳥取市観光施設運営事業費特別
会計予算

平成27年度当初予算 9,619 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

16
平成27年度鳥取市介護老人保健施設事業費
特別会計予算

平成27年度当初予算 81,811 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

17
平成27年度鳥取市後期高齢者医療費特別会
計予算

平成27年度当初予算 1,961,134 予算審査特別委員会
原案可決
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（賛成多数）

18 平成27年度鳥取市電気事業費特別会計予算 平成27年度当初予算 25,698 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

19 平成27年度鳥取市水道事業会計予算 平成27年度当初予算 5,828,502 予算審査特別委員会
原案可決
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（賛成多数）

20 平成27年度鳥取市工業用水道事業会計予算 平成27年度当初予算 8,773 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

21 平成27年度鳥取市下水道等事業会計予算 平成27年度当初予算 16,844,325 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

22 平成27年度鳥取市病院事業会計予算 平成27年度当初予算 9,878,401 予算審査特別委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

平成２７年３月２４日
原案可決

（賛成多数）
× 〇 × 〇 〇〇 〇

原案可決
（賛成多数）

2 平成27年度鳥取市一般会計予算 平成27年度当初予算 90,850,000 有 別紙のとおり 〇 〇 〇予算審査特別委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇× ×

議決結果

本会議での結果

補正前
（千円）

補正額
（千円）

補正後
（千円）

委員会の状況

審査する
委員会名

委員会の
審査結果

討論

討論の
有無

討論の内容

採決

議決年月日

共産党 無所属

＜市長提出議案＞
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議決結果

本会議での結果

補正前
（千円）

補正額
（千円）

補正後
（千円）

委員会の状況

審査する
委員会名

委員会の
審査結果

討論

討論の
有無

討論の内容

採決

議決年月日

共産党 無所属

議案の説明

会派新生 公明党 結

案　　件　　名区分
議案
番号

総務企画委員会
原案可決

（賛成多数）

福祉保健委員会
原案可決

（全会一致）

文教経済委員会
原案可決

（全会一致）

建設水道委員会
原案可決

（全会一致）

新庁舎建設に関する調査特
別委員会

原案可決
（全会一致）

24
平成26年度鳥取市土地区画整理費特別会計
補正予算（第2号）

区画整理事業費の確定に伴う増 264,934 16,499 281,433 建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

25
平成26年度鳥取市簡易水道事業費特別会計
補正予算（第3号）

簡易水道建設費等の確定に減 1,450,865 ▲ 160,588 1,290,277 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

26
平成26年度鳥取市公設地方卸売市場事業費
特別会計補正予算（第2号）

市場事業費の確定に伴う減 135,541 ▲ 11,162 124,379 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

27
平成26年度鳥取市駐車場事業費特別会計補
正予算（第2号）

駐車場事業基金積立金の増 26,349 4,729 31,078 建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

28
平成26年度鳥取市国民健康保険費特別会計
補正予算（第3号）

保険財政共同安定化事業拠出金等の確定に
伴う増

19,809,003 113,400 19,922,403 福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

29
平成26年度鳥取市高齢者・障害者住宅整備
資金貸付事業費特別会計補正予算（第1号）

住宅整備資金貸付事業費の確定に伴う減 5,777 ▲ 4,812 965 福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

30
平成26年度鳥取市住宅新築資金等貸付事業
費特別会計補正予算（第1号）

長期借入金繰上償還に伴う増 50,877 3,277 54,154 総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

31
平成26年度鳥取市墓苑事業費特別会計補正
予算（第2号）

墓苑事業費の確定に伴う減 33,520 ▲ 2,564 30,956 建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

32
平成26年度鳥取市介護保険費特別会計補正
予算（第3号）

保険給付費等の確定に伴う減 18,676,771 ▲ 846,686 17,830,085 福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

33
平成26年度鳥取市財産区管理事業費特別会
計補正予算（第3号）

財産区管理事業費の確定に伴う増 7,069 592 7,661 総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

34
平成26年度鳥取市温泉事業費特別会計補正
予算（第2号）

公債費の増 51,640 29,675 81,315 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

35
平成26年度鳥取市観光施設運営事業費特別
会計補正予算(第4号)

財源更正 22,481 0 22,481 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

36
平成26年度鳥取市介護老人保健施設事業費
特別会計補正予算（第1号）

介護老人保健施設事業費の確定に伴う減 81,810 ▲ 5 81,805 福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

37
平成26年度鳥取市後期高齢者医療費特別会
計補正予算（第2号）

広域連合納付金の確定に伴う減 1,936,378 ▲ 36,670 1,899,708 福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

38
平成26年度鳥取市電気事業費特別会計補正
予算（第1号）

青谷町いかり原太陽光発電事業の確定に伴う
増

24,897 12,463 37,360 建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

39
平成26年度鳥取市水道事業会計補正予算
（第2号）

水道事業建設費の確定に伴う減 6,891,350 ▲ 143,113 6,748,237 建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

40
平成26年度鳥取市下水道等事業会計補正予
算（第2号）

下水道等事業建設費の確定に伴う減 16,423,517 ▲ 356,801 16,066,716 建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

41
平成26年度鳥取市病院事業会計補正予算
（第1号）

運営経費等の確定に伴う減 11,781,164 ▲ 21,775 11,759,389 福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（全会一致）

23
平成26年度鳥取市一般会計補正予算（第7

号）

国の緊急経済対策に係る事業に伴う増額、ふ
るさと納税に係る基金積立の増額、事業費確
定による減額等

91,447,535 1,185,899 〇 平成２７年３月５日
原案可決

（賛成多数）
〇 〇× 〇 × ×〇別紙のとおり 〇

議
長

〇〇 〇 〇 〇 〇 ×〇 〇 〇〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×92,633,434 有
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議決結果

本会議での結果

補正前
（千円）

補正額
（千円）

補正後
（千円）

委員会の状況

審査する
委員会名

委員会の
審査結果

討論

討論の
有無

討論の内容

採決

議決年月日

共産党 無所属

議案の説明

会派新生 公明党 結

案　　件　　名区分
議案
番号

総務企画委員会
原案可決

（賛成多数）

福祉保健委員会
原案可決

（全会一致）

文教経済委員会
原案可決

（全会一致）

建設水道委員会
原案可決

（全会一致）

74
平成26年度鳥取市簡易水道事業費特別会計
補正予算（第4号）

繰越明許費 1,290,277 0 1,290,277 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

75
平成26年度鳥取市土地取得費特別会計補正
予算（第2号）

土地開発基金積立金 553 700,514 701,067 総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

76
平成26年度鳥取市介護保険費特別会計補正
予算（第4号）

繰越明許費 17,830,085 0 17,830,085 福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

条例 42
鳥取市特定個人情報保護評価審査会条例の
制定について

総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

（１６件） 43
鳥取市教育長の職務に専念する義務の特例
に関する条例の制定について

総務企画委員会
原案可決
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（賛成多数）

44 鳥取市行政手続条例の一部改正について 総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

45 鳥取市手数料条例の一部改正について 建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

46
鳥取市税外収入金の督促手数料及び延滞金
の徴収に関する条例及び鳥取市道路占用料
徴収条例の一部改正について

総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

47
鳥取市教育長の給与等に関する条例等の廃
止等について

総務企画委員会
原案可決
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（賛成多数）

48
鳥取市集会所の設置及び管理に関する条例
の一部改正について

総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

49 鳥取市保育所条例等の一部改正等について 福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

50
鳥取市指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準等を定める条
例等の一部改正について

福祉保健委員会
原案可決
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（賛成多数）

51
鳥取市地域活性化施設の設置及び管理に関
する条例の一部改正について

文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

52
鳥取市地区計画の区域内における建築物の
制限に関する条例の一部改正について

建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

53 鳥取市公民館条例の一部改正について 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

54
鳥取市水道事業給水条例の一部改正につい
て

建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

72 鳥取市介護保険条例の一部改正について 福祉保健委員会
原案可決
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（賛成多数）

77
鳥取市職員給与条例及び鳥取市職員退職手
当支給条例の一部改正について

総務企画委員会
原案可決
（賛成多数）

有 別紙のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（賛成多数）

78
鳥取市国民健康保険条例の一部改正につい
て

福祉保健委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

平成２７年３月２４日
原案可決

（賛成多数）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇〇 × × × 〇73

平成26年度鳥取市一般会計補正予算（第8
号）

旧三洋電機南吉方工場跡地売払に伴う登記委
託料及び土地取得費特別会計への繰出金等

92,633,434 702,557

長期優良住宅の普及の促進に関する法律等の改正に伴い、手数料を見直すもの

里仁地区地区整備計画の区域内における建築物の制限について定めるもの

湖山地区公民館の位置の変更に伴い、所要の整備を行うもの

合併調整方針に基づき、鳥取・国府地区、河原地区及び青谷地区の水道料金を統一す
るもの

介護保険法施行令の一部改正に伴い、介護保険料の改定を行うもの

別紙のとおり

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴い、教育長の職務に専念
する義務の特例に関し必要な事項を定めるもの

行政手続法の一部改正に伴い、市の機関等が行う行政指導について、その方式を見直
し、及び当該行政指導等の中止等を求める制度を整備するもの

93,335,991

地方教育行政の組織及び運営に関する法律が一部改正されたことに伴い、教育長の身
分が一般職から特別職になるため所要の整理を行うもの

〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇有

地元の町内会に譲渡するため、鳥取市用瀬町用瀬２区集会所を廃止するもの

児童福祉法の一部改正に伴い、関係条例について所要の整備を行うもの

社会保障・税番号制度導入に伴い、個人情報の適切な措置に関する第三者点検機関を
設置するもの

市の債権に関する督促手数料及び延滞金の取扱いを市税に準じたものとするため、所
要の整備を行うもの

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関
する法律の施行等に伴い、関係条例について所要の整備を行うもの

地元の自治会に譲渡するため、鳥取市佐治町渕尻多目的集会所を廃止するもの

人事院勧告に準じて、一般職の職員の給与改定を行うとともに、国家公務員退職手当法
が一部改正されたことに伴い、退職手当の調整額の改定を行うもの

国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、基礎賦課額等に係る保険料率や限度額な
どを改正するもの
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議決結果

本会議での結果

補正前
（千円）

補正額
（千円）

補正後
（千円）

委員会の状況

審査する
委員会名

委員会の
審査結果

討論

討論の
有無

討論の内容

採決

議決年月日

共産党 無所属

議案の説明

会派新生 公明党 結

案　　件　　名区分
議案
番号

その他 55 新たに生じた土地の確認について 総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

（１５件） 56 字の区域の変更について 総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

57 新市まちづくり計画の変更について 総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（賛成多数）

58
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変
更について

総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

59
鳥取市過疎地域自立促進計画の変更につい
て

総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

60
鳥取市営駐車場の指定管理者の指定につい
て

建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

61 市道の路線の認定について 建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

62 財産の無償譲渡について 総務企画委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

63 財産の無償譲渡について 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

64 財産の無償譲渡について 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

65 財産の無償貸付けについて 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

66 財産の無償貸付けについて 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

67 財産の無償貸付けについて 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

79 財産の処分について 文教経済委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

80 損害賠償の額及び和解について 建設水道委員会
原案可決
（全会一致）

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
原案可決

（全会一致）

人事 68 鳥取市監査委員の選任について （委員会付託省略） 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
同意

（全会一致）

（４件） 69 人権擁護委員候補者の推薦について （委員会付託省略） 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
同意

（全会一致）

70 人権擁護委員候補者の推薦について （委員会付託省略） 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
同意

（全会一致）

71 人権擁護委員候補者の推薦について （委員会付託省略） 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成２７年３月２４日
同意

（全会一致）

報告 4
鳥取市新型インフルエンザ等対策行動計画
について

平成２７年２月２３日 報告

（４件） 5 鳥取市障がい者計画について 平成２７年２月２３日 報告

6 専決処分事項の報告について 平成２７年２月２３日 報告

7 専決処分事項の報告について 平成２７年２月２３日 報告

地方自治法第9条の5第1項の規定に基づき、新たに生じた土地を確認するもの

新たに生じた土地に伴い、字の区域を変更するもの

新市まちづくり計画の一部を変更するもの

辺地に係る公共的施設の総合整備計画(高路)の一部を変更するもの

鳥取市過疎地域自立促進計画（平成22年度～27年度）の一部を変更するもの

人権擁護委員候補者を推薦することについて意見を求めるもの
(再任)藤田　千里

人権擁護委員候補者を推薦することについて意見を求めるもの
(再任)西山　滿

人権擁護委員候補者を推薦することについて意見を求めるもの
(新任)加山　俊則

鳥取市新型インフルエンザ等対策行動計画を策定したので、新型インフルエンザ等対策
特別措置法第8条第6項の規定に基づき報告するもの

鳥取市障がい者計画を策定したので、障害者基本法第11条第8項の規定に基づき報告
するもの

平成26年11月16日、嶋地内の農道を走行中の相手方車両が道路面に発生していた穴に
よりタイヤを破損した物損事故の損害賠償額及び和解について報告するもの

平成26年3月30日、鳥取市勤労青少年ホーム体育館において、テニスの競技中、屋根か
らの雨漏りにより濡れていた床に足を滑らせ転倒し、負傷した事故の損害賠償の額及び
和解について報告するもの

＜報告＞

鳥取市営駐車場の指定管理者の指定について議決を得るもの

市道の路線を認定するもの(5路線)

鳥取市用瀬町用瀬２区集会所を地元町内会に譲渡するもの

国府町宮の杜集会所を地元自治会に譲渡するもの

佐治町渕尻多目的集会所を地元自治会に譲渡するもの

旧湖南中学校校舎を特定非営利活動法人創造の樹に無償貸付けするもの

旧湖南中学校校舎をアトリエイオラスに無償貸付けするもの

平成27年1月23日、河原町佐貫地内の市道下佐貫１号線を走行中、道路側溝のグレー
チングの不具合により、相手方車両の底部を破損した物損事故の損害賠償額及び和解
について議決を得るもの

鳥取市監査委員に選任することについて同意を求めるもの
(再任)福島　猛夫

旧湖南中学校校舎を吉田たすく手織工房に無償貸付けするもの

旧三洋電機南吉方工場跡地を共和薬品工業(株)に売払うもの(売払額720,038,520円、売
払面積20,001.07㎡)
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その他
（1件）

2 予算審査特別委員会の設置について 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成27年2月23日
原案可決
（全会一致）

条例 3 鳥取市議会委員会条例の一部改正について 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成27年3月24日
原案可決
（全会一致）

（2件） 4 鳥取市議会会議規則の一部改正について 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成27年3月24日
原案可決
（全会一致）

意見書 5 ドクターヘリの安定的な事業継続に対する支援を求める意見書の提出について 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成27年3月24日
原案可決
（全会一致）

（2件） 6 農業の発展に必要な生産基盤整備の拡充を求める意見書の提出について 有 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成27年3月24日
原案可決
（賛成多数）

意見書
（1件）

1 ヘイトスピーチ対策等について法整備を含む強化策を求める意見書の提出について 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成27年3月24日
原案可決
（全会一致）

共産党 無所属

本会議での結果

討論

議決結果討論の
有無

討論の内容

採決

議決年月日

会派新生 公明党 結

―

（委員会付託省略）

（委員会付託省略）

＜議員提出議案＞

区分
議案
番号

案　　件　　名

委員会の状況

（委員会付託省略）

＜委員会提出議案＞

（委員会付託省略）

委員会の
審査結果

審査する
委員会名

（委員会付託省略）



平成２７年２月定例会の審議結果
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平成27年2月17日 平成２７年請願第１号
集団的自衛権関連法案を国会に提出しない
よう求める意見書提出を求める請願

憲法改悪反対鳥取県共同センター
代表　田中　暁

伊藤幾子議員 総務企画委員会
不採択

（賛成少数）
有 別紙のとおり × × × × × × × × × × × ×

議
長

× × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 平成27年3月24日 不採択

「閣議決定は違憲無効であり、
撤回を強く求めます。」という
文言自体に見解の相違がみられ
る。また今は地方議会が国に意
見書を提出する段階ではなく、
この問題は国会で十分審議して
もらいその動向を見定めていき
たいため

平成27年2月20日 平成２７年請願第２号
治安維持法犠牲者に国家賠償を求める意見
書提出を求める請願

治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟
鳥取県本部
会長　保田　睦美

椋田昇一議員
伊藤幾子議員

総務企画委員会 継続審査 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 平成27年3月24日 継続審査

さらに調査・研究を要すると認
められるため

平成27年2月2日 平成２７年陳情第１号

地方自治法第124条以下及び国会法第
79条以下並びに請願法について、日本
国憲法第16条の請願権規定の趣旨に
合致する形での改正を求める意見書提
出を求める陳情

総務企画委員会 不採択

平成27年2月20日 平成２７年陳情第２号
中学校で使用する歴史・公民教科書の
採択基準に関する陳情

文教経済委員会 継続審査

平成27年2月20日 平成２７年陳情第３号
教科書採択改善のために、総合教育
会議（設置）の準備に関する陳情

文教経済委員会 継続審査

平成27年2月20日 平成２７年陳情第４号
介護保険料引き上げの中止と低所得
者の保険料軽減を求める陳情

福祉保健委員会 不採択

受理年月日 受理番号 件　　名

教育を考える鳥取県民の会
会長　河合　鎭徳

さらに調査・研究を要すると認められるため

教育を考える鳥取県民の会
会長　河合　鎭徳

さらに調査・研究を要すると認められるため

鳥取市議会としては法の規定に基づき、請願及び陳情に真
摯に対応している。司法判断に任せ、その結果に基づいて
対処していく考えであるため

理由

＜陳情＞

提出者

足羽　佑太

審査する
委員会名

委員会の
審査結果

委員会の状況

本会議での結果

受理年月日

＜請願＞

審査する
委員会名

委員会の
審査結果

討論

審査結果 理由討論の
有無

討論の内容

受理番号 件　　名 提出者 紹介議員

委員会の状況

介護保険制度を維持可能なものにしていくために必要な制
度改正であり、第６期介護保険事業計画は妥当なものと考
えられるため

鳥取県社会保障推進協議会
会長　藤田　安一

採決

会派新生 公明党 結 共産党 無所属

※平成27年請願第2号の本会議での結果については、継続審査とすることに対する賛否

議決年月日



＜市長提案の議案・請願について＞

伊藤　幾子議員 議案第２３号　平成２６年度鳥取市一般会計補正予算（第７号）（反対）

（討論の要旨）
　この補正予算には、海上自衛隊の分遣隊誘致の可能性について調査・研究する事業が含まれており、その効果として人口増、経済効果、災
害対応力の向上、港湾整備の促進とある。しかし、昨年７月１日に集団的自衛権の行使容認の閣議決定がされて以降、自衛隊を取り巻く状況
は大きく変わってきており、従来の「戦闘地域に行ってはならない」という歯止めを外すという安倍政権の動きには、多くの国民が危機感を
持ち、不安を抱いている。なぜ、このような状況のもとで海上自衛隊の分遣隊誘致に関する予算を提案するのか。誘致の可能性の調査・研究
とはいえ、市民には唐突すぎる問題である。若手職員による自由な発想、異次元の政策提案だと言うが、最終的な予算案は市長が作成するも
のであり、情勢をきちんと踏まえるべきである。

吉野　恭介議員 議案第２３号　平成２６年度鳥取市一般会計補正予算（第７号）（賛成）

（討論の要旨）
　自衛隊の主たる任務は、我が国の平和と独立を守ることだが、災害救助活動や災害派遣も任務とされている。東日本大震災においても人命
救助、捜索、物資の輸送、被災住民の生活支援や被災地の復興に至るまで最前線で活躍し、災害時には自治体や住民にとって心強いパート
ナーである。海上自衛隊の部隊が近くに存在するという事は、本市のみならず圏域全体に及ぼす災害対応力の向上に威力を発揮する事は間違
いないと考えられる。また自衛隊の誘致により、周辺整備も行われるなど経済的効果も期待できる。
　ただし、自衛隊は国の機関のため国の考え方があり、たとえ本調査の結果、誘致を望んだとしても叶わない場合もあり、望みどおり自衛隊
の誘致が決まったとしても、私たちが本当に誘致をするか否かの判断にあたっては、調査結果を踏まえた地域住民への説明・理解や、その代
表である市議会への説明・理解を得ることが必要かつ重要となる。その為にも、本予算を活用し私たちが正しい知識や情報を得て、しっかり
と誘致の可能性について調査・研究をしておく事はとても有意義であり重要だと考える。



角谷　敏男議員

議案第２号　平成２７年度鳥取市一般会計予算（反対）
議案第４号　平成２７年度鳥取市簡易水道事業費特別会計予算（反対）
議案第１２号　平成２７年度鳥取市介護保険費特別会計予算（反対）
議案第１７号　平成２７年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計予算（反対）
議案第１９号　平成２７年度鳥取市水道事業会計予算（反対）
議案第７３号　平成２６年度鳥取市一般会計補正予算（反対）
議案第４３号　鳥取市教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について（反対）
議案第４７号　鳥取市教育長の給与等に関する条例等の廃止等について（反対）
議案第５０号　鳥取市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部改正について（反対）
議案第５４号　鳥取市水道事業給水条例の一部改正について（反対）
議案第７２号　鳥取市介護保険条例の一部改正について（反対）
議案第７３号　平成２６年度鳥取市一般会計補正予算（第8号）（反対）
議案第７７号　鳥取市職員給与条例及び鳥取市職員退職手当支給条例の一部改正について（反対）
平成２７年請願第１号　集団的自衛権関連法案を国会に提出しないよう求める意見書提出を求める請願（賛成）

魚﨑　勇議員

議案第２号　平成２７年度鳥取市一般会計予算（賛成）
議案第４号　平成２７年度鳥取市簡易水道事業費特別会計予算（賛成）
議案第１２号　平成２７年度鳥取市介護保険費特別会計予算（賛成）
議案第１７号　平成２７年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計予算（賛成）
議案第１９号　平成２７年度鳥取市水道事業会計予算（賛成）
議案第５０号　鳥取市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部改正について（賛成）
議案第５４号　鳥取市水道事業給水条例の一部改正について（賛成）
議案第７２号　鳥取市介護保険条例の一部改正について（賛成）
議案第７３号　平成２６年度鳥取市一般会計補正予算（第8号）（賛成）
議案第７７号　鳥取市職員給与条例及び鳥取市職員退職手当支給条例の一部改正について（賛成）

（討論の要旨）
　議案第２号平成２７年度鳥取市一般会計予算について、中核市移行への取り組みは少子高齢化で人口が減少している本市にとって、将来を
見据えた効果的な取り組みである。越谷市では平成15年に特例市へ移行してから７年後、平成２２年に中核市移行を決断し、５年後の年平成
２７年４月に中核市となる。本市は合併後すでに１０年経過しており決して早くはない決断であり、中核市移行後、更なる飛躍をし、連携中
枢都市として県東部、兵庫県北部も含め牽引して行く上で中核市移行はとても重要な施策であると考る。
　議案第４号平成２７年度鳥取市簡易水道事業費特別会計予算・議案第１９号平成２７年度鳥取市水道事業会計予算について、両事業とも水
道料金は基本料金と使用料金で構成され、使用量に応じて段階的に利用料が上がっていき、また、簡易水道事業と水道事業を平成２９年に統
合し、更なる健全運営を目指す上で水道料金に消費税を含めることは妥当であると考える。
　議案第１２号平成２７年度鳥取市介護保険費特別会計予算・議案第７２号鳥取市介護保険条例の一部改正について、この介護保険事業特別
会計は近年の高齢化による要介護認定者の増加に伴い今後より良い高齢者介護を行うことが求められており、この一部改正は高齢者介護を若
者から高齢者で段階的に社会全体で支え相互扶助によって賄う社会制度として必要であると考える。
　議案第１７号平成２７年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計予算について、本市は鳥取県後期高齢者医療広域連合に加入し県全体で公平か
つ効率的な運営を行っており、また、その運営には本市議会議員も委員として参加し市民の声を反映させている。
　議案第５０号鳥取市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部改正について、従来厚生労
働省が行っていた制度を地方分権一括法の施行に伴い市町村に権限移譲された事業であり、地域密着型で小規模、多機能なグループホーム等
の人員、設備、運営の基準を本市が定めることが出来、きめ細やかな介護サービスを市民の皆様に提供するため条例の改正をするものであ
る。
　議案第５４号鳥取市水道事業給水条例の一部改正について、平成１６年合併時に決められた合併調整方針に基づき、鳥取、国府、河原及び
青谷地区の水道料金を平成２７年に統一し本市の水道料金の公平を期すものである。
　議案第７３号一般会計補正予算について、本市の災害対応能力の向上、また、周辺都市への災害時救援を考えても海上自衛隊分遣隊誘致の
検討は大きな意義があると考える。
　議案第７７号市職員給与条例及び退職手当支給条例の一部改正について、本市職員の給与は、原則人事院勧告に準じた改定が行われ、国と
同様な給与制度となっており、昨年１１月には平成２６年度の人事院勧告に準じて給与や期末勤勉手当などを４月に遡及して引き上げがなさ
れており、今回の条例改正は人事院勧告のうち、地域による民間給与水準の適切な反映を目的とした「給与制度の総合的見直し」を踏まえた
条例改正であり、本市も国と同様に人事院勧告に準じた給与制度とすることは適当であると考える。

（討論の要旨）
　議案第２号平成２７年度鳥取市一般会計予算と議案第７３号平成２６年度鳥取市一般会計補正予算について、来年度予算案の中には、市政
運営において重要な問題がある。まず、市政運営と予算案編成に係わる問題として、地方創生と中核市移行がある。今議会で議論が集中した
地方創生に関する各事業は、市民に一時的なメリットはあるが、真に市民生活を守り地域の活性化の事業として推進していくためには、政府
がそれを打ち出した理由・背景をきちんと捉えて対応することが必要である。特に、合併した本市のこの１０年間における全市的な均衡ある
発展や一体的な地域振興はどうであったのか、そして中核市への移行という都市のあり方を検討するときに、市民がその是非を判断するうえ
でも、合併の成果と課題をしっかりと検証することが求められている。
　議案第１７号平成２７年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計予算について、本市の行財政運営において看過できないことは民間企業の運営
手法が持ち込まれており、国保料滞納者の人間ドックの利用制限や市民税滞納者の市営住宅入居申し込み制限など生活困窮者への市民サービ
スの制限を広げることは、自己責任を強める一方、行政の公的責任を回避することに繋がる。さらに、最近では市民と事業に対する補助金は
投資であるということさえも言われ、ますます行政運営と市民サービスに、自助・共助を持ち込み、運営手法が民間と同様な性格になりつつ
ある。このような市政運営は、住民の健康、安全、福祉の向上を本旨とるする地方自治の基本理念に逆行する。
　議案第４号簡易水道事業費特別会計と第１９号水道事業会計については、飲み水に消費税が転嫁され、第１９号には青谷町の水道料金の１
１％引き上げを含んでいる。合併後の新地域における地域振興の現状を鑑み、５年間程度の緩和措置を取ることを求める。
　議案第１２号平成２７年度鳥取市介護保険費特別会計予算と議案第７２号鳥取市介護保険条例の一部改正について、介護保険料の基準額が
１７％も引き上げられ、本市の低所得者対策は、保険料の範囲での財源であり不十分である。市民からの保険料軽減の要望に応えるため、国
が軽減措置を取る予定であった財源の残り１億３千万円余りを、一般会計から介護保険会計に繰り出す財政支援をするべきである。
　議案第４３号鳥取市教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定についてと議案第４７号鳥取市教育長の給与等に関する条例等
の廃止等について、教育委員会制度を定める法律、地方教育行政の組織と運営に関する法律の改悪によるものである。今議会での議論ではこ
れまで市長と教育委員会の権限や役割が変わらないとの答弁だが、変わらないならなぜ条例を変えるのか。国会答弁では、教育委員会との調
整がつかない場合、首長が勝手に大綱を定めることは、望ましいことではないと言っているが、法律で禁止されていない。法改正で何も変わ
らないと言っても、今後法律解釈が変更されることも否定できない。２つの条例議案には、こうした教育委員会制度に関わる重要な問題が背
景にあり、賛成できない。
　議案第５０号鳥取市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部改正については、その基準
を緩和するものであり、スタッフの負担増加と利用者のサービス低下が強く懸念される。
　議案第７７号鳥取市職員給与条例及び鳥取市職員退職手当支給条例の一部改正について、この改正の主要な点は全職員の給与の引き下げで
あり、激変緩和措置が４年間保証されているが、平均では２％、高齢層では最大４％の引き下げである。ラスパイレス指数は、平成２６年４
月には９７．６％であり、公務員給与の水準は、中小企業が多い本市の民間企業の給与水準の目安であり、今日消費税増税による地域経済へ
の影響がある中で、今回の改定で生活不安を強め地元経済にも悪影響を与えものであると考える。
　最後は、請願第１号集団的自衛権関連法案を国会に提出しないよう求める意見書提出を求める請願について安倍政権と自民、公明党による
集団的自衛権の行使容認の閣議決定の具体化である法整備の中止を求めることに賛成する。安倍首相は切れ目のない対応をするとさかんに言
いますが、それは今回の法整備によって日本が攻撃を受けなくても、米軍や他国軍への自衛隊による支援が地球規模で可能になることであ
る。そうした政府・与党の法整備に対し、政府が説明する努力とは裏腹に、集団的自衛権行使容認に反対する国民世論は半数を超えている。
このように政府・与党の協議と国会審議を見守り容認する態度では、市民の生命と安全は守れない。本市の世界平和都市宣言と非核平和都市
宣言の趣旨を生かす点からも、この請願は採択すべきである。



岡田　信俊議員
議案第４３号　鳥取市教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について（賛成）
議案第４７号　鳥取市教育長の給与等に関する条例等の廃止等について（賛成）

（討論の要旨）
　（討論の要旨）
　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が昨年６月２０日に一部改正され、本年４月１日から施行される。
　議案第４３号は、教育長の職務に専念する義務の特例に関して、必要な事項を定めるものであり、具体的には、厚生に関する計画の実施に
参加する場合と、任命権者である首長ではなく、教育委員会が認める場合に、その職務専念義務が免除されるとするものである。本市の「職
務に専念する義務の特例に関する条例」では、特別職と一般職の職務専念義務の免除に関して定めがあるものの、新教育長の身分等を考慮
し、新たな条例を制定しようとするものであるため、提案内容は適当なものと判断する。
　議案第４７号は、新教育長の身分が一般職から特別職になることに伴い、「鳥取市教育長の給与等に関する条例」を廃止し、「特別職の職
員の給与に関する条例」で教育長の給与を定め、「特別職の職員の旅費等に関する条例」、及び「鳥取市職員定数条例」の所要の整理をしよ
うとするものであるため、提案内容は適当なものと判断する。

前田　伸一議員 平成２７年請願第１号　集団的自衛権関連法案を国会に提出しないよう求める意見書提出を求める請願（反対）

（討論の要旨）
　本請願では、「他国を防衛することそのものを目的とするような集団的自衛権」を念頭に、武力行使容認を昨年7月1日の閣議決定により強
行したと主張している。しかし、閣議決定では武力行使にかかる厳格な「武力行使の新3要件」を定め、本請願文が意味する集団的自衛権は認
めていない。
　請願ではこの閣議決定に基づいた具体法案を国会に提出しないことを求めているが、閣議決定で示された基本的な歯止めを法案の中身に反
映させることで、国民が安心感を持ち、日本が平和国家として歩んでいくことができるものと確信する。よって、この請願に反対するもので
ある。

＜議員提案の議案について＞

伊藤　幾子議員 議案第６号　農業の発展に必要な生産基盤整備の拡充を求める意見書の提出について（反対）

（討論の要旨）
　農業就業者の高齢化がすすみ、担い手不足により、農業と農村が崩壊しかねない。そして、食料自給率の向上、国土や環境保全の問題も農
村地域にとどまらず、日本社会が真剣に向き合うべき待ったなしの課題である。
　農業生産基盤の整備は欠くことのできない事業であり、日本の農業を支える農家と農地を守るための必要な公共事業は進めなければならな
いが、農地中間管理機構をフル活用した農地の大区画化の推進は問題があると考える。農地中間管理機構では受け手が見込めない農地は預か
らず、耕作放棄地の解消にはつながらない。農地中間管理機構のフル活用を行うなら、当面受け手の見込めない農地も借り入れ対象にし、受
け手が見つかるまで管理や基盤整備をおこなうことや、貸し出し先は地域の担い手を優先しないと、農業の発展にはつながらないと考える。

　西村　紳一郎議員 議案第６号　農業の発展に必要な生産基盤整備の拡充を求める意見書の提出について（賛成）

（討論の要旨）
　農業・農村は、豊かな自然・うつくしい景観、そして水源の涵養等多くの多面的な機能を持っているが、その現状は農家の高齢化、後継
者・担い手不足等による耕作放棄地の発生など将来の展望が開けない状況であり、その中でも特に中山間地は深刻な状況である。あらゆる施
策を展開し農地を維持していく処置を講じるための予算確保は必要と考える。
　あわせて、農業を健全に営むために計画的な農業施設の長寿命化が求められており、予算処理を講じて行くこと、担い手・集落営農組織に
おいては土地改良事業、生産基盤整備事業を活用し持続可能な農業生産活動に向け規模拡大・農業所得の収益性確保に対する取り組みに支援
されることを望む。農村においては集落機能の維持に共同で取り組む農村整備活動は不可欠であり、農家は農地を守り、農業を営み今日に
至っている。中山間地域農業振興への支援及び農村集落を守るための農地・用水路、農道、そして景観・環境を管理するための事業予算は必
要と考える。


